
日本共産党別府市議団の議会報告 

『げんきニュース』が       に！ 
                       市議会報告「げんきニュース」が 500 号になり 

ました。毎週のご愛読に、あたらめて心からの感 

謝を申し上げます。 

読者の方々から感想の言葉を寄せていただき 

ましたので、ご紹介します。（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５００号 

五
百
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
３
名
の
市
議
誕
生
か
ら
１

３
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
議
会
報
告
が
五
百
号
を
迎

え
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
、
他
党
議
員
に
は
で
き
な
い

こ
と
で
す
。
こ
の
議
会
報
告
は
、
市
民
に
と
っ
て
市
の
考
え
方
や

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
立
場
で
活
動
す
る
共
産
党
の
姿
を
知
ら

せ
る
も
の
で
、
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
全
市
民
に
届
け
き
る
点
で
の
不
十
分
さ
も
改
善
さ
れ

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
も
う
少
し
「
文
字
」
を
大
き
く
、

わ
か
り
や
す
い
言
葉
に
す
る
な
ど
、
“
読
み
た
い
”
と
思
っ
て
も

ら
え
る
工
夫
も
お
願
い
し
ま
す
。
多
忙
な
毎
日
で
大
変
だ
と
は
思

い
ま
す
が
、
今
後
も
市
民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
報
告
に
な
る
よ
う

ガ
ン
バ
ッ
テ
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

（
石
垣 

田
中 

仰
美
） 

「げんきニュース」500 号おめでとうございま

す。１号はいつだったのだろうと取っていたニュ

ースを引っぱり出してみました。1999 年 5 月 5
日が１号で４号までは題字がなくて《名称募集》

とあり、6 月 2 日の５号から「げんきニュース」

となっています。 
身近なはずなのに身近でなかった市の政治を

身近なものにし、タブーなしの追及ができて、元

気を届けてくれる「げんきニュース」。毎号楽し

みにしています。これからも長く続けてくださ

い。そして第１号の見出し、「県議選につづいて

市議選でも躍進 ４名が全員当選」の見出しを再

び見たいです。   （荘園 渡邉 暁子） 

日本共産党別府市議団（平野文活・えんど久子）

げんきニュース 
２０１２年２月１９日 

NO,500 別府市石垣西 3-2-31 

℡22-6576

「げんきニュース」500 号おめでとう 

これからも元気で！ ガンバッテ！ 

我が家には『しんぶん赤旗』日曜版ととも

に「げんきニュース」が届きます。共産党

の市議会報告です。いつも喜んだり、イラ

イラしたり、怒ったりして読んでいます。

“この記事は大勢の人に知らせたい”と思

ったときには刷り増しして近所に配りま

す。庶民の声を議会に届け、その結果を市

民に正しく伝えることは、共産党ならでは

の活動です。これからも元気がでるニュー

スを私たちに届けてください。期待してい

ます。   （田の湯町 宮原 泰子） 

亀
川
支
部
で
は
「
げ
ん
き
ニ
ュ
ー
ス
」
の
全
戸
配

布
の
際
、
地
域
分
担
を
決
め
て
統
一
行
動
を
組
む
の

で
す
が
、
訪
問
し
た
家
の
人
が
庭
先
で
仕
事
を
し
て

い
た
ら
直
接
手
渡
し
た
り
、
路
上
で
出
会
っ
た
人
と

対
話
し
て
配
っ
て
い
ま
す
。 

先
月
Ｎ
Ｏ
，
４
９
５

号
を
配
布
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
が
、
記
事
の
内
容

を
あ
る
程
度
理
解
し
て
い
な
く
て
は
対
話
で
き
な
い

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
配
布
前
に
記
事
を

読
み
あ
わ
せ
し
て
、
別
府
市
政
に
対
す
る
共
産
党
市

議
団
の
主
張
や
要
求
を
各
々
が
身
に
つ
け
て
配
る
こ

と
が
大
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
活
動
に

よ
り
、
共
産
党
へ
の
理
解
と
支
持
が
広
が
る
の
だ
な

と
思
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
配
布
活
動
を
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
。
（
亀
川
ス
パ
ラ
ン
ド 

荒
金 

謙
次
） 



続報「げんきニュース」500 号への読者の声 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党議員団の新年度予算に関する申し入れに対して 

別府市から回答がありました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
月
８
日
、
新
年
度
予
算
に
関
す
る
申
し
入
れ

に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。 

市
政
の
闇
の
部
分
を 

照
ら
し
続
け
る
灯
台
と
し
て 

 
 毎

週
の
「
げ
ん
き
ニ
ュ
ー
ス
」
を
楽
し
く
読

ん
で
い
ま
す
。
記
事
の
内
容
は
、
私
た
ち
市

民
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

「
市
民
の
目
線
」
で
執
行
し
て
い
る
は
ず
の

市
政
の
数
々
の
問
題
点
を
浮
き
ぼ
り
に
し
、

鋭
く
追
及
し
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
水
道
料
金
の
問
題
。
記
事
に
は

「
な
ぜ
別
府
市
は
生
活
必
需
品
で
あ
る
水

を
安
い
コ
ス
ト
で
つ
く
れ
る
の
に
、
市
民
に

は
高
く
売
る
の
か
」
、
国
保
税
の
問
題
で
は

「
累
積
赤
字
の
原
因
は
、
１
０
年
間
に
９
億

円
も
一
般
会
計
か
ら
入
れ
な
か
っ
た
市
の

責
任
だ
」
と
議
会
で
追
及
。
ま
た
藤
ケ
谷
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
改
築
の
入
札
で
は
「
な
ぜ
入

札
価
格
の
高
い
業
者
を
選
定
し
た
の
か
」
な

ど
の
問
題
点
を
ね
ば
り
強
く
あ
ぶ
り
出
し

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
記
事
は
非
常
に
論
理
的
で

わ
か
り
や
す
く
、
誰
も
が
「
そ
の
と
お
り
」

と
納
得
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
ほ
か
に

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
五
百
号
を
節
目

に
、
今
後
も
「
浜
田
市
政
」
の
闇
の
部
分
を

照
ら
し
続
け
る
唯
一
の
灯
台
と
し
て
の
役

割
と
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
（
６
０
代
、
男
性
） 

《
防
災
計
画
》 

・
海
抜
１
５
㍍
以
下
の
電
柱
に
海
抜
表
示
板 

・
海
抜
１
０
㍍
以
下
の
避
難
所
み
な
お
し 

・
沿
岸
部
に
は
避
難
ビ
ル
の
指
定 

・
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
導
入
に
向
け
調
査
設
計 

・
学
校
耐
震
化
は
平
成
２
７
年
度
完
了 

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
の
充
実
強
化 

・
原
発
事
故
対
策
に
つ
い
て
は
市
単
独
で
の 

計
画
作
成
は
困
難 

 

《
介
護
・
国
保
》 

・
介
護
保
険
へ
の
法
定
外
の
一
般
会
計
く
り
入

 

れ
は
困
難
。
高
齢
者
の
保
険
料
負
担
の
経
済

的
上
限
が
近
い
と
認
識
し
て
お
り
、
国
に
負

担
割
合
引
き
上
げ
を
働
き
か
け
る
。 

・
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
最
高
限
度
額
を
引
き

 

上
げ
、
中
間
所
得
層
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
さ
ら
な
る
繰
入
金
の
増 

額
は
慎
重
に
対
応
す
る
。 

・
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
と
待
機
者
解
消
策
に
つ

い
て
は
、
第
５
期
事
業
計
画
の
な
か
で
議
論

を
行
う
。 

・
生
活
困
窮
者
へ
の
市
独
自
の
減
免
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
検
討
す
る
。 

《
敬
老
パ
ス
》 

・
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
社
会
と
な
る
な
か
、
か

な
り
の
財
政
負
担
が
予
想
さ
れ
、
総
合
的
か

つ
慎
重
に
対
応
す
る
。 

《
３
０
人
学
級
》 

・
別
府
独
自
で
の
拡
大
は
困
難
で
あ
り
、
県
・

国
に
要
望
し
て
い
く
。 

《
学
校
図
書
司
書
》 

・
５
年
間
の
雇
用
期
間
終
了
後
も
、
希
望
者
は

採
用
試
験
で
選
考
さ
れ
れ
ば
雇
用
を
継
続

す
る
。 

《
児
童
館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
》 

・
中
部
地
区
で
の
新
設
を
検
討
す
る
。 

《
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
》 

・
実
施
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い
る
。 

《
都
市
計
画
道
路
》 

・
南
立
石
亀
川
線
（
国
道
十
号
と
医
療
セ
ン
タ

ー
を
結
ぶ
路
線
）
、
鶴
見
明
礬
線
（
原
交
差

点
か
ら
横
断
道
路
を
結
ぶ
路
線
）
は
、
整
備

の
必
要
性
が
高
く
、
早
期
着
手
に
向
け
関
係

機
関
と
協
議
を
す
す
め
て
い
く
。 

《
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
》 

・
現
時
点
で
の
引
き
下
げ
は
困
難
。 


